
第
一
項
の
算
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

1
0
lo
g
L§M

T
０

Ｔ
ef
Ãｉ
1
0

L
A
E
,d
i

1
0
＋
Ãｊ
1
0

L
A
E
,e
j ＋
５

1
0
＋
Ãｋ
1
0

L
A
E
,n
k ＋

1
0

1
0

gh
N¬O

第
二
条
の
見
出
し
中
「
航
空
機
騒
音
影
響
度
レ
ベ
ル
」
を
「
時
間
帯
補
正
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
」
に
改
め
、
同
条
の
算

式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

1
0
lo
g
L§M

T
０

Ｔ
ef
Ãｉ
1
0

L
A
E
,d
i

1
0
＋
Ãｊ
1
0

L
A
E
,e
j ＋
５

1
0
＋
Ãｋ
1
0

L
A
E
,n
k ＋

1
0

1
0

gh
N¬O

平成™›年 月™�日 水曜日 第œŸ š号官 報

第
六
条
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
講
じ
て
い
る
こ
と
」
の

下
に「（
受
給
権
者
等
の
全
部
が
給
付
の
額
の
減
額
に
係
る

規
約
の
変
更
に
同
意
す
る
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

６

前
回
の
財
政
計
算
に
お
い
て
計
算
し
た
予
定
利
率
引

下
げ
に
よ
る
過
去
勤
務
債
務
の
額
の
償
却
が
完
了
し
て

い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
別
掛
金
額
は
、
第
二
項

及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

前
回
の
財
政
計
算
に
お
い
て
計
算
し
た
特
別
掛
金

額
の
う
ち
、
予
定
利
率
引
下
げ
に
よ
る
過
去
勤
務
債

務
の
額
に
係
る
部
分
の
額

二

今
回
の
財
政
計
算
に
お
い
て
発
生
し
た
過
去
勤
務

債
務
の
額
か
ら
前
回
の
財
政
計
算
に
お
い
て
計
算
し

た
予
定
利
率
引
下
げ
に
よ
る
過
去
勤
務
債
務
の
額
の

う
ち
償
却
さ
れ
て
い
な
い
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
い

て
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
規
定

に
基
づ
き
計
算
し
た
額

第
六
十
二
条
第
一
号
中「（
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
の

予
想
額
の
現
価
か
ら
標
準
掛
金
額
の
予
想
額
の
現
価
を
控

除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
十
二
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
及
び
第
三
号
」

を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
五

号
」
を
「
、
第
二
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

今
回
の
財
政
計
算
に
お
い
て
第
四
十
三
条
第
二
項
第

一
号
に
規
定
す
る
予
定
利
率
を
引
き
下
げ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
特
別
掛
金
額
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
号
に

掲
げ
る
額
の
計
算
に
係
る
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
又

は
第
四
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
予
定
償
却
期

間
を
三
年
以
上
三
十
年
以
内
の
範
囲
内
に
お
い
て
あ
ら

か
じ
め
規
約
で
定
め
た
期
間
と
す
る
。

一

今
回
の
財
政
計
算
に
お
い
て
計
算
し
た
数
理
債
務

の
額
（
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
の
予
想
額
の
現
価

に
相
当
す
る
額
か
ら
標
準
掛
金
額
の
予
想
額
の
現
価

に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）か
ら
前
回
の
財
政
計
算
に
お
い
て
発
生
し
た
過

去
勤
務
債
務
の
額
の
う
ち
償
却
さ
れ
て
い
な
い
額
を

控
除
し
た
額
か
ら
、
当
該
予
定
利
率
を
引
き
下
げ
な

い
も
の
と
し
て
計
算
し
た
数
理
債
務
の
額
か
ら
前
回

の
財
政
計
算
に
お
い
て
発
生
し
た
過
去
勤
務
債
務
の

額
の
う
ち
償
却
さ
れ
て
い
な
い
額
を
控
除
し
た
額
を

控
除
し
て
得
た
額
の
全
部
又
は
一
部
（
当
該
額
が
今

回
の
財
政
計
算
で
新
た
に
発
生
し
た
過
去
勤
務
債
務

の
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
今
回
の
財
政
計
算

で
新
た
に
発
生
し
た
過
去
勤
務
債
務
の
額
と
す
る
。

以
下
次
号
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
予
定
利
率
引
下

げ
に
よ
る
過
去
勤
務
債
務
の
額
」
と
い
う
。）に
つ
い

て
、
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
規
定

に
基
づ
き
計
算
し
た
額

二

過
去
勤
務
債
務
の
額
か
ら
予
定
利
率
引
下
げ
に
よ

る
過
去
勤
務
債
務
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
い
て
、

第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
基
づ

き
計
算
し
た
額

〇
国
土
交
通
省
令
第
七
十
八
号

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令

第
二
百
八
十
四
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
運

輸
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
項
備
考
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

こ
の
算
式
に
お
い
て
、
LAE,di

、
LAE,ej

、
LAE,nk

、
T０

及
び
Ｔ
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す
る
。

LAE,di

当
該
飛
行
場
に
お
い
て
離
陸
し
、
又
は
着
陸
す
る
航
空
機
に
よ
り
一
日
の
間
に
単
発
的
に
発
生
す
る
騒

音
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
単
発
騒
音
」
と
い
う
。）の
う
ち
午
前
七
時
を
過
ぎ
午
後
七
時
に
至
る
ま
で

の
間
に
お
け
る
ｉ
番
目
の
も
の
の
単
発
騒
音
暴
露
レ
ベ
ル
（
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

八
十
五
号
）
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
工
業
規
格
Ｚ
八
七
三
一
号
で
定
め
る
算
式
に
よ
り
得
た

単
発
騒
音
暴
露
レ
ベ
ル
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）

LAE,ej

単
発
騒
音
の
う
ち
午
後
七
時
を
過
ぎ
午
後
十
時
に
至
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
ｊ
番
目
の
も
の
の
単
発
騒

音
暴
露
レ
ベ
ル

LAE,nk

単
発
騒
音
の
う
ち
午
前
零
時
を
過
ぎ
午
前
七
時
に
至
る
ま
で
及
び
午
後
十
時
を
過
ぎ
午
後
十
二
時
に
至

る
ま
で
の
間
に
お
け
る
ｋ
番
目
の
も
の
の
単
発
騒
音
暴
露
レ
ベ
ル

T０

規
準
化
時
間
（
秒
）
と
し
、
一

Ｔ

一
日
の
時
間
（
秒
）
と
し
、
八
六
、
四
〇
〇

第
一
項
備
考
第
二
号
中
「
の
値
」
を
「
に
規
定
す
る
LAE,di

、
LAE,ej

及
び

LAE,nk

の
値
」
に
、「
を
使
用
す
る
」
を
「
に
お
い
て
離

陸
し
、
又
は
着
陸
す
る
」
に
、「
飛
行
時
刻
等
」
を
「
飛
行
時
刻
そ
の
他
の
事
項
」
に
改
め
る
。

第
二
項
中
「
七
十
五
」
を
「
六
十
二
デ
シ
ベ
ル
」
に
、「
九
十
」
を
「
七
十
三
デ
シ
ベ
ル
」
に
、「
九
十
五
」
を
「
七
十

六
デ
シ
ベ
ル
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
七
十
九
号

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項
、
特
定
空
港

周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
三
百
五
十
五
号
）
第
二
条
及
び
特
定
空
港
周
辺

航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
百
五
十
三
号
）
附
則
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
運
輸
省

建
設
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
航
空
機
騒
音
影
響
度
レ
ベ
ル
」
を
「
時
間
帯
補
正
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
」
に
、「
七
十
五
以
上
」
を
「
六
十

二
デ
シ
ベ
ル
以
上
」
に
、「
七
十
五
か
ら
五
ご
と
」
を
「
六
十
六
デ
シ
ベ
ル
、
七
十
デ
シ
ベ
ル
、
七
十
三
デ
シ
ベ
ル
及
び

七
十
六
デ
シ
ベ
ル
」
に
改
め
る
。
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